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(57)【要約】
【解決手段】本明細書は、マルチビュー素子内視鏡の先
端部と一緒に使用するためのホワイトバランス格納装置
を説明する。先端部がホワイトバランス格納装置内に位
置決めされるときに、ホワイトバランス格納装置を用い
て、複数のビュー素子に基準白色の背景を提供するとと
もに、ホワイトバランス回路を用いて、基準白色の背景
に曝された複数のビュー素子によって生成されたホワイ
トフィード／テストフィード信号に基づいて、基準ホワ
イトバランス値を算出して記憶する。
【選択図】図６Ｃ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の先端部の第１のビュー素子及び第２のビュー素子の均一なホワイトバランス補
正を可能とするデバイスであって、
　囲まれた空間を区画し、前記内視鏡の先端部を収受する開口が設けられたハウジングで
あって、前記開口は前記内視鏡の先端部を密接に収受するように構成された第１の直径を
有し、前記内視鏡の先端部が前記ハウジングに挿入された状態において前記開口を通じて
の外部光の入り込みが防止され、且つ、前記内視鏡の先端部が前記ハウジングに挿入され
た状態において、前記囲まれた空間が前記第２のビュー素子から所定の距離に存在する表
面領域を有する、ハウジングと、
　前記囲まれた空間内で前記表面領域から延在し、前記第１のビュー素子を前記表面領域
から前記所定の距離に位置付けするように構成された部材と、
を備えるデバイス。
【請求項２】
　前記第１のビュー素子及び第２のビュー素子はそれぞれ視野を有し、
　前記囲まれた空間の前記表面領域は、前記第１のビュー素子の第１の視野内において、
第１の色であり、前記囲まれた空間の前記表面領域は、前記第２のビュー素子の第２の視
野内において、第２の色であり、
　前記第１の色と第２の色とが同じである、請求項１に記載のデバイス。
【請求項３】
　前記囲まれた空間の前記表面領域の前記第２の視野内における一部が、前記第２のビュ
ー素子から少なくとも１０ミリメートルである、請求項１に記載のデバイス。
【請求項４】
　前記表面領域に少なくとも１つの指標を更に備え、
　前記指標は前記表面領域に位置付けされ、前記指標は前記少なくとも１つの側方ビュー
素子によって可視可能であり、前記先端部が格納装置内に適切に位置付けされていること
を、前記指標はユーザに表示する、請求項２に記載のデバイス。
【請求項５】
　前記部材は、前記表面領域から内部に向かって延在するとともに前記内視鏡の先端部の
遠位面と接触するように構成されたストッパ要素である、請求項１に記載のデバイス。
【請求項６】
　前記ハウジングは、互いに結合して前記ハウジングを形成する、少なくとも第１の部分
及び第２の部分を備える、請求項１に記載のデバイス。
【請求項７】
　前記ハウジングを内視鏡システムの制御ユニットに固定する結合機構を更に備える、請
求項１に記載のデバイス。
【請求項８】
　前記結合機構は、掛け具又は磁気連結器の少なくとも一方である、請求項７に記載のデ
バイスデバイス。
【請求項９】
　前記囲まれた空間は円柱状又は球状の形状を有する、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１０】
　前記囲まれた空間を区画する前記ハウジングは、前記第１の直径に前記距離を２倍した
ものを加えたものと等しい、第２の直径を有する、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１１】
　内視鏡の先端部の第１のビュー素子、第２のビュー素子及び第３のビュー素子の均一な
ホワイトバランス補正を可能とするホワイトバランスシステムであって、
　前記第１のビュー素子は前記先端部の遠位面に位置付けされ、前記第２及び第３のビュ
ー素子は前記先端部の側部に位置付けされ、
　前記ホワイトバランスシステムは、
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　囲まれた空間を区画し、前記内視鏡の先端部を収受する開口が設けられたハウジングで
あって、該開口は前記内視鏡の先端部を密接に収受するように構成された第１の直径を有
し、前記内視鏡の先端部が前記ハウジングに挿入された状態において前記開口を通じての
外部光の入り込みが防止され、且つ、前記囲まれた空間が、前記内視鏡の先端部が前記ハ
ウジングに挿入された状態において前記第２のビュー素子から第１の所定の距離に存在す
るとともに前記第３のビュー素子から第１の所定の距離に存在する表面領域を有する、ハ
ウジングと、
　前記囲まれた空間内で前記表面領域から延在し、前記第１のビュー素子を前記表面領域
から第２の所定の距離に位置付けするように構成された部材と、を備えるホワイトバラン
スシステム。
【請求項１２】
　前記第１の所定の距離と、前記第２の所定の距離とが等しい、請求項１１に記載のホワ
イトバランスシステム。
【請求項１３】
　前記第１の所定の距離と、前記第２の所定の距離とが相違する、請求項１１に記載のホ
ワイトバランスシステム。
【請求項１４】
　前記内視鏡に接続され、前記第１のビュー素子、前記第２のビュー素子及び前記第３の
ビュー素子により得られる画像のホワイトバランス処理のためのホワイトバランス回路を
備える制御ユニットと、
　前記処理された画像を表示するために前記制御ユニットに接続される、少なくとも１つ
のディスプレイと、
を更に備える、請求項１１に記載のホワイトバランスシステム。
【請求項１５】
　前記ホワイトバランス処理の時間を制御するために前記ホワイトバランス回路と関連付
けられるタイマーを更に備える、請求項１４に記載のホワイトバランスシステム。
【請求項１６】
　前記時間は３から５秒の範囲にある、請求項１５に記載のホワイトバランスシステム。
【請求項１７】
　ホワイトバランスコマンドを、各々のビュー素子に関連するデジタル信号プロセッサに
分岐するために前記ホワイトバランス回路と関連付けられるスプリッターを更に備える、
請求項１４に記載のホワイトバランスシステム。
【請求項１８】
　前記第１のビュー素子、前記第２のビュー素子及び前記第３のビュー素子はそれぞれ視
野を有し、
　前記囲まれた空間の前記表面領域が前記視野内において白色を含む、請求項１１に記載
のホワイトバランスシステム。
【請求項１９】
　前記囲まれた空間の前記表面領域の第２の視野内における一部が、前記第２のビュー素
子から少なくとも１０ミリメートルであり、前記囲まれた空間の前記表面領域の第３の視
野内における一部が、前記第３のビュー素子から少なくとも１０ミリメートルである、請
求項１８に記載のホワイトバランスシステム。
【請求項２０】
　前記囲まれた空間を区画する前記ハウジングは、前記第１の直径に前記距離を２倍した
ものを加えたものと等しい、第２の直径を有する、請求項１に記載のデバイス。
【請求項２１】
　前記部材は、前記表面領域から内部に向かって延在するとともに前記内視鏡の先端部の
遠位面と接触するように構成されたストッパ要素である、請求項１１に記載のホワイトバ
ランスシステム。
【請求項２２】
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　内視鏡の先端部の少なくとも１つの前方ビュー素子及び少なくとも１つの側方ビュー素
子から得られる画像にホワイトバランス補正を実行する方法であって、
　前記前方ビュー素子及び前記側方ビュー素子を備える前記内視鏡の遠位の先端部を格納
装置に挿入する挿入ステップであって、前記格納装置は、内側領域を区画する３次元の本
体を備え、近位端、遠位端、内側表面、外側表面、遠位壁、及び、前記近位端に存在する
開口を有する、挿入ステップと、
　前記先端部を前記格納装置の前記内側領域内に位置付けして、前記前方ビュー素子及び
側方ビュー素子を前記格納装置内に置き、前記前方ビュー素子及び前記側方ビュー素子の
各々を前記格納装置の前記内側表面から等しい距離に位置決めする、位置付けステップと
、
　制御ユニットに、前記前方ビュー素子及び前記側方ビュー素子に対してホワイトバラン
ス補正を実行するように指示を与える指示ステップであって、前記制御ユニットは、前記
制御ユニット上でデジタル信号プロセッサを使用してホワイトバランス値を算出し、後の
画像処理で使用できるようにメモリにホワイトバランス値を記憶する、指示ステップと、
　前記格納装置から前記内視鏡の先端部を取り外す、取外しステップと、
を含む、ホワイトバランス補正を実行する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
＜相互参照＞
　本明細書は、２０１３年５月７日に出願した米国特許仮出願第61/820,650号（発明の名
称「White Balance Enclosure for Use with Multi-Viewing Elements Endoscope」）に
依存して優先権を主張する。
【０００２】
　本明細書はまた、２０１４年４月２８日に出願した米国特許出願第14/263,896号（発明
の名称「Video Processing In A Compact Multi-Viewing Element Endoscope System」）
及び２０１４年２月６日に出願した米国特許仮出願第61/936,562（発明の名称「Method a
nd System for Video Processing In A Multi-Viewing Element Endoscope」）に関する
。
【０００３】
　上記出願の明細書の全内容を参照により本明細書に援用する。
【０００４】
　本明細書は一般に、マルチビュー素子内視鏡に関し、特に、複数のビュー素子で生成さ
れる画像イメージ又はビデオのホワイトバランスを一貫性があり且つ均一的に調整するた
めの、一実施形態ではキャップとして設計される、ホワイトバランス格納装置に関するも
のである。
【背景技術】
【０００５】
　内視鏡は従来から、先端側端部にビデオカメラ及び／又は光ファイバレンズアセンブリ
を有する、硬性又は軟性の、管状の長尺シャフトを備えるものである。シャフトはハンド
ルに接続され、外部のスクリーンによって観察することができる。様々な外科手技を行う
ために、内視鏡の作業チャンネルを通って様々な処置具を挿入することができる。
【０００６】
　現在使用されている内視鏡（大腸内視鏡等）は典型的に、臓器（結腸等）を観察するた
めの前方カメラと、照明と、カメラのレンズを洗浄するための流体インジェクタと、（例
えば結経内に発見されたポリープを除去するための）処理具を挿入するための作業チャン
ネルとを有する。しばしば、内視鏡は、結腸等の体腔内に挿入して、体腔を洗浄するため
の流体インジェクタ（「噴出口」）も有する。一般的に使用される照明は、離れた場所で
生成された光を、内視鏡の先端部まで透過する光ファイバーである。
【０００７】
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　胃、大腸又は盲腸のような臓器の内部は一般的に赤みを帯びている。その結果、画像イ
メージ又はビデオ信号の適切な色調整を行わない内視鏡を使用して臓器を観察する場合、
撮像された色画像及びビデオはかなりの赤色の色相を帯びる。従来の内視鏡では、この問
題を回避するために、ホワイトバランス調整が実行される。すなわち、赤（Ｒ）、緑（Ｇ
）、青（Ｂ）のような三原色と同等なものに対して、画像イメージ又はビデオ信号の強度
を作り出す値、因数又は係数をカメラから生成されるビデオ信号に適用する。加えて、電
荷結合素子（ＣＣＤ）センサーベースの処理に関して同等に、ホワイトバランス調整は、
黄（Ｙｅ）、シアン（Ｃｙ）、マゼンタ（Ｍｇ）及び緑（Ｇ）のような、４つの追加的な
色に対しても、画像イメージ又はビデオ信号の強度を作り出すために実行される。そのよ
うな値、因数又は係数は、基準となるホワイトカラーオブジェクトを撮像することで生成
される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、マルチビュー素子内視鏡にとって、全てのカメラを一貫性があり且つ均
一的にホワイトバランス補正する必要がある。然して、当該技術において、マルチビュー
素子内視鏡の全ビュー素子に対して一貫性があり且つ均一的なホワイトバランス補正を可
能にするニーズが存在する。また、ホワイトバランス補正の目的で、同じ基準白色レベル
までマルチビュー素子内視鏡の全ビュー素子を露光する、基準ホワイトオブジェクトを使
用する新規で容易な技術に対してのニーズも存在する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　システム、道具及び方法と関連する、以下の実施形態と実施形態の態様とを説明し図示
する。当該実施形態と実施形態の態様とは、例示的且つ説明的とするつもりであり、範囲
を限定するものではない。
【００１０】
　本明細書の実施形態によると、マルチビュー素子内視鏡の先端部は、少なくとも１つの
前方向きビュー素子と、当該前方向きビュー素子に関連付けられる少なくとも１つの前方
照明と、少なくとも１つの側方向きビュー素子と、当該側方向きビュー素子に関連付けら
れる少なくとも１つの側方照明と、医療用器材を挿入するために構成される前方作業チャ
ンネルと、医療用器材を挿入するために構成される少なくとも１つの側方サービスチャネ
ルとを備える。マルチビュー素子内視鏡は、内視鏡の複数の操作機能を管理する主要制御
ユニットと接続される。少なくとも１つのディスプレイを主要制御ユニットに接続するこ
とができ、マルチビュー素子内視鏡のビュー素子から受け取った画像及び／又はビデオス
トリームを表示するように少なくとも１つのディスプレイを構成することができる。
【００１１】
　いくつかの実施形態では、前方向きビュー素子と少なくとも１つの側方向きビュー素子
の各々は、画像センサーを備える。この画像センサーは、例えば、電荷結合素子（ＣＣＤ
）又は相補性金属酸化膜半導体（ＣＭＯＳ）であるが、これに限られるものではない。
【００１２】
　一実施形態では、主要制御ユニット回路基板のカメラ基板は、ビデオフィードをホワイ
トバランス回路に出力する。ここで、ビデオフィードは内視鏡の複数のビュー素子から受
け取るものである。一実施形態では、内視鏡の先端部は、３つのビュー素子（１つの前方
観察ビュー素子及び２つの側方観察ビュー素子）を備える。それゆえに、一実施形態では
、出力ビデオフィードは、内視鏡の３つのビュー素子に対応する３つのビデオフィードを
含む。
【００１３】
　一実施形態では、ホワイトバランス回路は、主要制御ユニット回路基板上で、フィール
ドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）の一部として実装される。
【００１４】
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　別の実施形態では、ホワイトバランス回路は、集積回路（ＤＳＰ　ＩＣ）又はＦＰＧＡ
に配置される、ビデオ信号に対するデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）の一部として実装
される。
【００１５】
　別の実施形態では、ホワイトバランス回路は、相補性金属酸化膜半導体（ＣＭＯＳ）ビ
デオセンサーに構築される、ビデオ信号に対するデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）の一
部として実装される。
【００１６】
　ある実施形態では、本明細書は、内視鏡の先端部の第１のビュー素子及び第２のビュー
素子の均一なホワイトバランス補正を可能とするデバイスであって、囲まれた空間を区画
し、内視鏡の先端部を収受する開口が設けられたハウジングであって、開口は内視鏡の先
端部を密接に収受するように構成された第１の直径を有し、内視鏡の先端部がハウジング
に挿入された状態において開口を通じての外部光の入り込みが防止され、且つ、内視鏡の
先端部がハウジングに挿入された状態において、囲まれた空間が第２のビュー素子から所
定の距離に存在する表面領域を有する、ハウジングと、囲まれた空間内で表面領域から延
在し、第１のビュー素子を表面領域から所定の距離に位置付けするように構成された部材
と、を備えるデバイスに向けたものである。
【００１７】
　第１のビュー素子及び第２のビュー素子はそれぞれ視野を有し、囲まれた空間の表面領
域は、第１のビュー素子の第１の視野内において、第１の色とすることができ、囲まれた
空間の表面領域は、第２のビュー素子の第２の視野内において、第２の色とすることがで
き、第１色と第２の色とを同じとすることができる。
【００１８】
　さらに、囲まれた空間の表面領域の第２の視野内における一部を、第２のビュー素子か
ら少なくとも１０ミリメートルとすることができる。
【００１９】
　いくつかの実施形態では、格納装置は、表面領域に少なくとも１つの指標を更に備え、
指標は表面領域に位置付けされ、指標は少なくとも１つの側方ビュー素子によって可視可
能であり、先端部が格納装置内に適切に位置付けされていることを、指標はユーザに表示
する。
【００２０】
　部材を、表面領域から内部に向かって延在するとともに内視鏡の先端部の遠位面と接触
するように構成されたストッパ要素とすることができる。
【００２１】
　ある実施形態では、ハウジングは、互いに結合してハウジングを形成する、少なくとも
第１の部分及び第２の部分を備えることができる。
【００２２】
　ある実施形態では、デバイスは、ハウジングを内視鏡システムの制御ユニットに固定す
る結合機構を備える。結合機構を、掛け具又は磁気連結器の少なくとも一方とすることが
できる。
【００２３】
　いくつかの実施形態では、囲まれた空間は円柱状又は球状の形状を有する。
【００２４】
　さらに、囲まれた空間を区画するハウジングは、第１の直径に距離を２倍したものを加
えたものと等しい、第２の直径を有することができる。
【００２５】
　別の実施形態では、本明細書は、内視鏡の先端部の第１のビュー素子、第２のビュー素
子及び第３のビュー素子の均一なホワイトバランス補正を可能とするホワイトバランスシ
ステムであって、第１のビュー素子は先端部の遠位面に位置付けされ、第２及び第３のビ
ュー素子は先端部の側部に位置付けされ、ホワイトバランスシステムは、囲まれた空間を
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区画し、内視鏡の先端部を収受する開口が設けられたハウジングであって、該開口は内視
鏡の先端部を密接に収受するように構成された第１の直径を有し、内視鏡の先端部がハウ
ジングに挿入された状態において開口を通じての外部光の入り込みが防止され、且つ、囲
まれた空間が、内視鏡の先端部がハウジングに挿入された状態において第２のビュー素子
から第１の所定の距離に存在するとともに第３のビュー素子から第１の所定の距離に存在
する表面領域を有する、ハウジングと、囲まれた空間内で表面領域から延在し、第１のビ
ュー素子を表面領域から第２の所定の距離に位置付けするように構成された部材と、を備
える、ホワイトバランスシステムに向けたものである。
【００２６】
　ある実施形態では、第１の所定の距離と第２の所定の距離とを、等しくすることができ
、又は相違させることができる。
【００２７】
　さらに、ホワイトバランスシステムは、内視鏡に接続され、第１のビュー素子、第２ビ
ュー素子及び第３のビュー素子により得られる画像のホワイトバランス処理のためのホワ
イトバランス回路を備える制御ユニットと、処理された画像を表示するために制御ユニッ
トに接続される、少なくとも１つのディスプレイと、を備えることができる。
【００２８】
　ホワイトバランス格納装置は、ある実施形態では、ホワイトバランス処理の時間を制御
するためにホワイトバランス回路と関連付けられるタイマーを備える。当該時間を３から
５秒の範囲にすることができる。
【００２９】
　いくつかの実施形態では、ホワイトバランス格納装置は、ホワイトバランスコマンドを
、各々のビュー素子に関連するデジタル信号プロセッサに分岐するためにホワイトバラン
ス回路と関連付けられるスプリッターを更に備える。
【００３０】
　ある実施形態では、第１のビュー素子、第２のビュー素子及び第３のビュー素子はそれ
ぞれ視野を有し、囲まれた空間の表面領域が視野内において白色を含む。
【００３１】
　ある実施形態では、囲まれた空間の表面領域の第２の視野内における一部が、第２のビ
ュー素子から少なくとも１０ミリメートルであり、囲まれた空間の表面領域の第３の視野
内における一部が、第３のビュー素子から少なくとも１０ミリメートルである。
【００３２】
　さらに、囲まれた空間を区画するハウジングは、第１の直径に距離を２倍したものを加
えたものと等しい、第２の直径を有することができる。
【００３３】
　部材を、表面領域から内部に向かって延在するとともに内視鏡の先端部の遠位面と接触
するように構成されたストッパ要素とすることができる。
【００３４】
　更に別の実施形態では、本明細書は、内視鏡の先端部の少なくとも１つの前方ビュー素
子及び少なくとも１つの側方ビュー素子から得られる画像にホワイトバランス補正を実行
する方法であって、前方ビュー素子及び側方ビュー素子を備える内視鏡の遠位の先端部を
格納装置に挿入する挿入ステップであって、格納装置は、内側領域を区画する３次元の本
体を備え、近位端、遠位端、内側表面、外側表面、遠位壁、及び、近位端に存在する開口
を有する、挿入ステップと、先端部を格納装置の内側領域内に位置付けして、前方ビュー
素子及び側方ビュー素子を格納装置内に置き、前方ビュー素子及び側方ビュー素子の各々
を格納装置の内側表面から等しい距離に位置決めする、位置付けステップと、制御ユニッ
トに、前方ビュー素子及び側方ビュー素子に対してホワイトバランス補正を実行するよう
に指示を与える指示ステップであって、制御ユニットは、制御ユニット上でデジタル信号
プロセッサを使用してホワイトバランス値を算出し、後の画像処理で使用できるようにメ
モリにホワイトバランス値を記憶する、指示ステップと、格納装置から内視鏡の先端部を
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取り外す、取外しステップと、を含む、ホワイトバランス補正を実行する方法に向けたも
のである。
【００３５】
　ある実施形態によれば、タイマーは３から５秒をカウントする。コントローラは既に補
正され記憶されているホワイトバランス値／因数を適用して、各々のビデオフィードの、
赤、緑及び青のそれぞれの信号、又は黄、シアン、マゼンタ及び緑のそれぞれの信号を、
選択的に増幅又は減衰させる。ホワイトバランス処理の間、デジタル信号プロセッサ（Ｄ
ＳＰ）は、ＣＣＤ又はＣＭＯＳセンサーからの、赤、緑及び青、又は黄、シアン、マゼン
タ及び緑の実測値を、白色の画像の数学的なモデルからの、赤、緑及び青、又は黄、シア
ン、マゼンタ及び緑の理論値と比較する。当該実測値は白色の画像から受け取るものであ
る。この比較から得られる補正パラメータを、赤、緑及び青の調整アンプ、又は黄、シア
ン、マゼンタ及び緑の調整アンプに対して使用し、ＤＳＰメモリ内に記憶する。その後ホ
ワイトバランス補正された信号を１つ、２つ又は３つのモニターに表示する。
【００３６】
　一実施形態では、キャップは、複数ビュー素子の内視鏡の先端部上を簡便に滑動／摺動
するとともに複数ビュー素子の内視鏡の先端部を格納するように設計される。代替的な実
施形態では、ホワイトバランス格納装置は、内視鏡の先端部に確実に格納し取り付ける留
め具の形状で設計され、又は内視鏡の先端部上に密接に適合するスナップの形状で設計さ
れる。
【００３７】
　代替的な実施形態では、ホワイトバランス格納装置の第１及び第２の部分の形状は正方
形状、又は、内視鏡の先端部が格納装置の内壁から等距離となるように促進する、任意の
他の適切な形状である。加えて、第１及び第２の部分を相違する形状とすることができる
。例えば、第１の内側部分を円柱形状とし、その一方で第２の内側部分を長方形状、正方
形状としてもよく、又はその逆とすることができる。
【００３８】
　本明細書の態様によれば、ホワイトバランス格納装置の内部を外部光の流入から切り離
して、格納装置の内部に不均一な影及び照明が生成されることを防ぐとともに、内視鏡以
外の光源／スペクトルからの寄生的な外部照明を妨げる。
【００３９】
　本発明の上述した実施形態及び他の実施形態を、図面及び下記の詳細な説明で更に深く
説明するものとする。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】いくつかの実施形態に従う、マルチビュー素子内視鏡の先端部分の分解図を示す
。
【図２Ａ】いくつかの実施形態に従う、マルチビュー素子内視鏡の先端部分の正面斜視図
を表す。
【図２Ｂ】いくつかの実施形態に従う、マルチビュー素子内視鏡の先端部分の背面斜視図
を表す。
【図３】いくつかの実施形態に従う、マルチビュー素子内視鏡の先端部分の断面図を表す
。
【図４】いくつかの実施形態に従う、マルチビュー素子内視鏡検査システムを表す。
【図５Ａ】ビデオ処理アーキテクチャ全体の一実施形態を示すブロック図である。
【図５Ｂ】ホワイトバランス回路の実施形態を示すブロック図である。
【図６Ａ】本明細書の実施形態に係るホワイトバランス格納装置の斜視図である。
【図６Ｂ】本明細書の実施形態に係るホワイトバランスの別の斜視図である。
【図６Ｃ】ホワイトバランス格納装置内で位置決定されたマルチビュー素子内視鏡の先端
部を示す、ホワイトバランス格納装置の一実施形態の断面図である。
【図６Ｄ】本明細書の実施形態に係るホワイトバランス格納装置の更に別の斜視図である
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。
【図６Ｅ】本明細書の実施形態に係るホワイトバランス格納装置の一層別の斜視図である
。
【図７】ホワイトバランス格納装置を使用して、内視鏡の複数のビュー素子を補正／ホワ
イトバランス補正する一実施形態の例示的なステップを示すフロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００４１】
　添付の図面に関連して考慮するときに、以下の詳細な説明を参照することでより良く理
解しながら、本発明のこれらの構成、他の構成及び利点を認識できる。
【００４２】
　本明細書は、複数の実施形態に向けたものである。以下の開示を、当業者が本発明を実
施できるようにするために提供する。この明細書で使用される文言は、任意の具体的な実
施形態の一般的な否定として解釈されるべきではなく、当該専門用語を用いて、特許請求
の範囲で使用される用語の意味を超えて特許請求の範囲を限定するべきでない。本明細書
で特徴付ける一般的な原理を、本発明の精神及び範囲から離れることなく、他の実施形態
及び応用に適用することができる。また、専門用語及び表現は、例示的な実施形態を説明
するために使用され、限定するものと見なすべきではない。したがって、本発明は、開示
された原理及び構成と調和する多数の代替手段、変更、及び均等物を包含する最も広い範
囲と合致する。明瞭さのため、本発明に関連する技術分野で知られる技術項目に関する詳
細を、本発明をいたずらに不明瞭としないように、詳細に説明しない。
【００４３】
　なお、本明細書で言及されるような用語「内視鏡」は、特にいくつかの実施形態に従う
大腸内視鏡及び胃内視鏡を指すが、大腸内視鏡及び／又は胃内視鏡のみに限定されるもの
ではない。用語「内視鏡」は、体の中空の器官又は腔の内部を検査するために使用される
任意の器具を指すことができる。
【００４４】
　ある実施形態に従うマルチビュー素子内視鏡アセンブリ１００の先端部２００の分解立
体図を示す、図１をこれから参照する。いくつかの実施形態の態様は、１つ以上の側方サ
ービスチャンネルを備える先端部２００を有する、マルチビュー素子内視鏡アセンブリ１
００に関するものである。先端部２００は、フレキシブルシャフト（不図示）により折り
曲げることができる。フレキシブルシャフトは、折り曲げ部とも呼ぶことができ、脊椎機
構のようなものに限られない。ある実施形態によると、内視鏡の先端部２００は、先端カ
バー３００と、電子回路基板アセンブリ４００と、流体チャネリング要素６００とを備え
る。
【００４５】
　一実施形態において、電子回路基板アセンブリ４００は、前方観察ビュー素子１１６と
、第１の側方観察ビュー素子１１６ｂと、この第１の側方観察ビュー素子とは反対側の第
２の側方観察ビュー素子と、を担持するように構成される。２つの側方観察ビュー素子は
、前方観察ビュー素子１１６と類似させることができ、光学素子を有する、電荷結合素子
（ＣＣＤ）又は相補性金属酸化膜半導体（ＣＭＯＳ）画像センサーを含むことができる。
【００４６】
　更に、一実施形態において、電子回路基板アセンブリ４００を、前方観察ビュー素子１
１６に関連し且つ通信するとともに基本的に前方観察ビュー素子１１６の視野を照射する
ように配置される、前方照明２４０ａ、２４０ｂ、２４０ｃを担持するように構成する。
【００４７】
　さらに、一実施形態において、電子回路基板アセンブリ４００を、側方観察ビュー素子
１１６ｂに関連し且つ通信するとともに基本的に側方観察ビュー素子１１６ｂの視野を照
射するように配置される、側方照明２５０ａ及び２５０ｂの第１のセットを担持するよう
に構成する。一実施形態において、電子回路基板アセンブリ４００をまた、第２の側方観
察ビュー素子に関連し且つ通信するとともに、側方照明２５０ａ及び２５０ｂと類似する
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、側方照明の第２のセットを担持するように構成する。
【００４８】
　前方照明２４０ａ、２４０ｂ、２４０ｃ及び側方照明２５０ａ及び２５０ｂの第１のセ
ット、並びに側方照明の第２のセットは、任意に個別の照明であることができ、発光ダイ
オード（ＬＥＤ）を備えることができる。ＬＥＤは、いくつかの実施形態において、白色
光ＬＥＤ、赤外光ＬＥＤ、近赤外光ＬＥＤ、紫外光ＬＥＤ又は任意の他のＬＥＤとするこ
とができる。様々な実施形態において、白色光ＬＥＤを使用する内視鏡にのみホワイトバ
ランス補正が可能である。
【００４９】
　個別の照明に関する、用語「個別の」は、光を内部的に生み出す照明光源を指すことが
できる。この光源は、例えば遠隔で生み出された光を単に伝達する光ファイバーとするこ
とができる、個別ではない照明とは対照的である。
【００５０】
　ある実施形態によるマルチビュー素子内視鏡アセンブリ１００の先端部２００の斜視図
を表す、図２Ａ及び図２Ｂをこれから参照する。先端カバー３００は、先端部２００の内
側部（図１に見られる電子回路基板４００及び流体チャネリング要素６００を含む）に合
うように構成され、このようにして内側部にハウジングされた内部要素を保護する。いく
つかの実施形態において、先端カバー３００は、図１に見られる前方観察ビュー素子１１
６に対応する、前方光学アセンブリ２５６を有する前方パネル３２０を備える。前方光学
アセンブリ２５６は、複数の固定式又は可動式の、レンズを備える（又は、一実施形態で
は、複数のレンズがＣＣＤ若しくはＣＭＯＳに組み立てられる）。レンズは基本的には１
８０ °以下の視野を提供することができる。前方光学アセンブリ２５６は、一実施形態
では、約１１０ミリメートル以下の焦点長を提供することができる。
【００５１】
　図１、図２Ａ及び図２Ｂを同時に参照して、前方観察ビュー素子１１６の光軸を実質的
に、内視鏡の長手沿いに向ける。しかしながら、前方観察ビュー素子１１６は一般に広角
ビュー素子であるため、前方観察ビュー素子１１６の視野は、前方観察ビュー素子１１６
の光軸に対して大きな角度のビュー方向を含むことができる。さらに、前方パネル３２０
は、照明２４０ａ、２４０ｂ及び２４０ｃそれぞれの光学窓２４２ａ、２４２ｂ及び２４
２ｃを含むことができる。他の実施形態では、視野の照明として用いられる照明光源の数
を変えることができることに気付くはずである。
【００５２】
　さらに、前方パネル３２０は、作業チャンネル６４０の作業チャンネル開口３４０を含
むことができる。以下作業チャンネル６４０を更に詳細に説明する。
【００５３】
　噴出チャンネル６４４の噴出チャンネル開口３４４は、一実施形態では、先端カバー３
００の前方パネル３２０上に配置される。噴出チャンネル６４４を、体腔の壁を洗浄する
ための、流体（水又は生理食塩水等）の高圧噴出をもたらすために構成することができる
。
【００５４】
　前方光学アセンブリ２５６に向けたノズル３４８を有する、インジェクタチャンネル６
４６のインジェクタ開口３４６も、先端カバー３００の前方パネル３２０上に配置される
。インジェクタチャンネル６４６を、一実施形態において、流体（液体及び／又は気体）
を噴射して、血液、排泄物及び他の破片等の汚染物質を、前方観察ビュー素子１１６の前
方光学アセンブリ２５６から洗い流すように構成する。任意に、他の実施形態では、イン
ジェクタチャンネル６４６を、前方光学アセンブリ２５６と、光学窓２４２ａ、２４２ｂ
及び２４２ｃの１つ、２つ又は全てとを洗浄するために構成する。インジェクタチャンネ
ル６４６に、体腔を洗浄する及び／又は膨張させるために使用できる、流体（水及び／又
は気体等）を供給することができる。
【００５５】
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　第１の側方観察ビュー素子１１６ｂに対応する側方光学アセンブリ２５６ｂは、一実施
形態では、先端カバー３００の側壁３６２上に配置される。側方光学アセンブリ２５６ｂ
は、前方光学アセンブリ２５６に類似する。更に、側壁３６２はまた、第１の側方観察ビ
ュー素子１１６ｂに対応する、照明２５０ａ及び２５０ｂの光学窓２５２ａ及び２５２ｂ
を収容する。第２の側方観察ビュー素子のための光学アセンブリ及び光学窓も、側方光学
アセンブリ２５６ｂとは反対側の、先端カバー３００の側壁３６２上に存在する。いくつ
かの実施形態では、第２の側方観察ビュー素子のための光学アセンブリ及び光学窓は、第
１の側方観察ビュー素子１１６ｂに対応する、側方光学アセンブリ２５６ｂと、照明２５
０ａ及び２５０ｂの光学窓２５２ａ及び２５２ｂとに類似する。本明細書のホワイトバラ
ンスシステムを、前方ビュー素子と１つ又は複数の側方ビュー素子とを有する内視鏡とと
もに使用することができる。
【００５６】
　第１の側方観察ビュー素子１１６ｂの光軸を基本的に、内視鏡の長手に垂直に向ける。
しかしながら、側方観察ビュー素子１１６ｂは一般に広角ビュー素子であるため、側方観
察ビュー素子１１６ｂの視野は、側方観察ビュー素子１１６ｂの光軸に対して大きな角度
のビュー方向を含むことができる。
【００５７】
　さらに、一実施形態では、側方インジェクタチャンネル６６６の側方インジェクタ開口
２６６を、側壁３６２の近位端部に配置する。任意に、ノズルカバー２６７を、側方イン
ジェクタ開口２６６に適合するように構成する。さらに、ノズルカバー２６７は、側方光
学アセンブリ２５６ｂに向けられるとともに流体を噴射して血液、排泄物及び他の破片等
の汚染物質を側方観察ビュー素子１１６ｂの側方光学アセンブリ２５６ｂから洗い流すた
めに構成される、ノズル２６８を含むことができる。この流体は、体腔を膨張させるため
に使用される気体を含むことができる。任意に、ノズル２６８を、側方光学アセンブリ２
５６と、光学窓２５２ａ及び／又は２５２ｂとの両方を洗浄するために、構成することが
できる。
【００５８】
　いくつかの実施形態によれば、側方インジェクタチャンネル６６６を、先端部の素子（
任意の光学アセンブリ、窓、照明及び他の素子等）のいずれかを洗浄するための流体を供
給するように構成する。任意に、同じ流体チャンネルから、インジェクタチャンネル６４
６及び側方インジェクタチャンネル６６６に供給する。
【００５９】
　なお、いくつかの実施形態によれば、先端部２００の一方側を示して本明細書で提示し
ているが、本明細書で説明した側方要素と類似する要素（例えば側方観察ビュー素子、側
方光学アセンブリ、インジェクタ、ノズル、照明、窓、開口部及び他の要素）を、反対側
に備えることができる。
【００６０】
　いくつかの実施形態では、側壁３６２は、インジェクタチャンネル６６６から噴出され
る洗浄流体を、側方光学アセンブリ２５６ｂ並びに光学窓２５２ａ及び／又は２５２ｂへ
向けるのに役立つ、基本的に平坦な面の形である。そのような平面が無いと、洗浄流体が
、所望の洗浄動作を実施すること無しに内視鏡の先端部２００の湾曲面に沿って滴ること
になり得る。
【００６１】
　なお、いくつかの実施形態によれば、先端部２００は、２つ以上の側方観察ビュー素子
を備えることができる。この場合には、これらの側方観察ビュー素子の視野が実質的に対
向するように、これらの側方観察ビュー素子を設置することができる。しかしながら、本
明細書の一般的な範囲内で、様々な構造及び様々な数の側方観察ビュー素子が考えられる
。
【００６２】
　いくつかの実施形態に従い、本明細書では、前方ビュー素子及び１つ又は複数の側方ビ
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ュー素子に加えて、そして医療用器具（処置具等）を挿入するように構成されている前方
作業チャンネルに加えて、任意に、医療用器具を挿入するために構成されている少なくと
も１つの側方サービスチャンネルを（その先端部に）備える内視鏡（例えば、大腸内視鏡
及び／又は胃内視鏡だが、これに限られるものではない）が提供される。したがって、一
実施形態では、流体チャネリング要素は側方サービスチャンネル開口３５０を有する側方
サービスチャンネル６５０を備える。
【００６３】
　ある実施形態にかかる、マルチビュー素子内視鏡の先端部３７０の断面図を示す、図３
をこれから参照する。先端部３７０は、電荷結合素子（ＣＣＤ）又は相補性金属酸化膜半
導体（ＣＭＯＳ）画像センサーのような、前方向き画像センサー３７２を備える。一実施
形態において、前方向き画像センサー３７２は、軟性又は硬性とすることができる、プリ
ント回路基板３７６にマウントされる。プリント回路基板３７６は、前方向き画像センサ
ー３７２に、必要な電力と、クロック信号、同期信号等の信号とを供給するように構成さ
れ、画像センサーによって撮像される静止画像及び／又はビデオフィードを得るように構
成される。プリント回路基板３７６は、電気ケーブルのセットに接続され、一実施形態に
おいては、電気ケーブルのセットは、内視鏡の細長いシャフトを通過する電気チャンネル
を通り抜ける。前方観察画像センサー３７２及びレンズアセンブリ３７４は、一実施形態
では画像センサー３７２の上部にマウントされ、画像を受け取るために必要な光学系を提
供する。レンズアセンブリ３７４は、少なくとも９０°であり基本的には１８０°以下の
視野を提供するために、複数の固定式又は可動式のレンズを備えることができる。前方観
察画像センサー３７２及びレンズアセンブリ３７４は、プリント回路基板３７６の有無に
かかわらず、併せて「前方観察ビュー素子」と呼ぶことができる。
【００６４】
　１つ又は複数の個別の前方照明３７８は、いくつかの実施形態では、その視野を照射す
るためのレンズアセンブリ３７４の隣に位置付けされる。任意に、複数の個別の前方照明
を、前方向き画像センサーがマウントされる、同一のプリント回路基板に取り付けること
ができる。
【００６５】
　任意に、先端部３７０は更に、電荷結合素子（ＣＣＤ）又は相補性金属酸化膜半導体（
ＣＭＯＳ）画像センサーのような、側方観察画像センサー３８２を備える。一実施形態に
おいて、側方観察画像センサー３８２は、軟性又は硬性とすることができる、プリント回
路基板３８６にマウントされる。プリント回路基板３８６は、側方観察画像センサー３８
２に、必要な電力と、クロック信号、同期等の信号とを供給するように構成され、画像セ
ンサーによって撮像される静止画像及び／又はビデオフィードを得るように構成される。
側方観察画像センサー３８２及びレンズアセンブリ３８４は、一実施形態では画像センサ
ー３８２の上部にマウントされ、画像を受け取るために必要な光学系を提供する。側方観
察画像センサー３８２及びレンズアセンブリ３８４は、プリント回路基板３８６の有無に
かかわらず、併せて「側方観察ビュー素子」と呼ぶことができる。
【００６６】
　１つ又は複数の個別の側方照明３８８は、いくつかの実施形態では、その視野を照射す
るためのレンズアセンブリ３８４の隣に位置付けされる。任意に、複数の個別の前方照明
を、側方観察画像センサーがマウントされる、同一のプリント回路基板に取り付けること
ができる。
【００６７】
　別の構成において、本明細書で採用されるプリント回路基板を、任意に、前方観察画像
センサー及び側方観察画像センサーの両方がマウントされる単一のプリント回路基板とす
ることができる。当該目的のために、プリント回路基板は基本的にＬ字型である。
【００６８】
　前方観察画像センサー３７２及び側方観察画像センサー３８２を、例えば、視野、分解
能、光感度、画像サイズ、焦点長及び／又は焦点距離等で類似させ又は同一とさせること
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ができる。更に、他の実施形態では、２つの側方向き画像センサーを設けることができる
。
【００６９】
　任意に、側方観察画像センサーと、側方観察画像センサーのそれぞれのレンズアセンブ
リとは、先端部３７０の遠位端部表面の相対的に近くに有利に位置決定される。例えば、
側方観察ビュー素子の中心（側方観察画像センサー３８２及びレンズアセンブリ３８４の
中心軸である）は、先端部の遠位端部表面から約７～１１ミリメートルに位置決定される
。かかる位置決定は、前方観察ビュー素子及び側方観察ビュー素子を有利に小型化して、
衝突せずにビュー素子の角度を決定するために先端部に十分な内部空間ができることによ
って可能となる。当業者は、ある実施形態によれば、マルチビュー素子内視鏡が、前方観
察ビュー素子と共に、側方観察ビュー素子を１つ、２つ又は３つ以上備えることに気付く
はずである。
【００７０】
　マルチビュー素子内視鏡検査システム４０１を示す、図４をこれから参照する。一実施
形態において、マルチビュー素子内視鏡検査システム４０１はマルチビュー素子内視鏡４
０２を備える。マルチビュー素子内視鏡４０２は、ハンドル４０４を備えることができ、
ハンドル４０４から細長いシャフト４０６が現れる。細長いシャフト４０６は先端部４０
８で終端し、図１、２Ａ及び２Ｂについて説明したように、折り曲げ部４１０を経由して
細長いシャフト４０６を操作することができる。ハンドル４０４は細長いシャフト４０６
を体腔内で操作するために用いられる。ハンドルは、折り曲げ部４１０と、流体の注入及
び吸引とのような機能とを制御する、１以上のノブ及び／又はスイッチ４０５を備えるこ
とができる。ハンドル４０４は更に、処置具を挿入できる作業チャンネル開口４１２と１
つ又は複数の側方サービスチャンネル開口とを備えることができる。
【００７１】
　ユーティリティケーブル４１４は、ハンドル４０４と主要制御ユニット４１６とを接続
するのに使用される。ある実施形態において、ユーティリティケーブル４１４は、その中
に１つ又は複数の流体チャンネルと、１つ又は複数の電気チャンネルとを備える。電気チ
ャンネルは、前方向きビュー素子及び側方向きビュー素子からビデオ信号を受信するため
の、少なくとも１つのデータケーブルと、電力をビュー素子及び個別の照明に供給するた
めの少なくとも１つの電力ケーブルとを備えることができる。いくつかの実施形態では、
電気チャンネルはまた、クロッキング及び同期信号のためのケーブルと、ＣＣＤ又はＣＭ
ＯＳ画像センサーの制御のためのケーブルとを備える。様々な実施形態では、上述の機能
は１つのケーブルにまとめられ、又は複数のケーブルに別々にされる。
【００７２】
　主要制御ユニット４１６は内視鏡の複数の操作機能を管理する。例えば、主要制御ユニ
ット４１６は、先端部のビュー素子及び照明等のように、内視鏡４０２の先端部４０８へ
の電力伝達を管理することができる。主要制御ユニット４１６は更に、１つ以上の流体、
液体及び／又は吸引ポンプを制御し、当該ポンプは内視鏡４０２へ対応する機能性をもた
らす。キーボード４１８のような１つ又は複数の入力デバイスを、主要制御ユニット４１
６と人の対話のために、主要制御ユニット４１６へ接続することができる。別の構成にお
いて、キーボードのような入力デバイスを、随意的に、同一のケースの中で主要制御ユニ
ットと統合してもよい。
【００７３】
　ディスプレイ４２０を、主要制御ユニット４１６と接続することができ、マルチビュー
素子内視鏡４０２のビュー素子から受け取った画像及び／又はビデオストリームを表示す
るように構成することができる。ディスプレイ４２０を、随意的に、人間のオペレータが
システム４０１の様々な構成を設定可能な、ユーザインタフェースを表示するように構成
することができる。
【００７４】
　随意的に、マルチビュー素子内視鏡４０２の異なるビュー素子から受け取ったビデオス
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トリームを、並べて又は交換可能にディスプレイ４２０上に別々に表示することができる
（特に、オペレータは異なるビュー素子からのビュー相互間を手動で切り換えることがで
きる）。あるいは、これらのビデオストリームを主要制御ユニット４１６が処理して、ビ
ュー素子の視野の間の重ね合わせに基づいて、ビデオストリームをパノラマ式の単一のビ
デオフレームに結合することができる。
【００７５】
　別の随意的な構成では、マルチビュー素子内視鏡４０２の異なるビュー素子からのビデ
オストリームをそれぞれ表示するために、２つ以上のディスプレイを主要制御ユニット４
１６に接続することができる。
【００７６】
　図５Ａは、主要制御ユニットのコントローラユニット５２０を、どのように内視鏡５１
０及びディスプレイユニット５５０と動作可能に接続するかを詳述するフロー図である。
ディスプレイユニット５５０は、図４に関して上述したディスプレイ４２０と同様である
。図５Ａを参照して、コントローラユニット５２０はカメラ基板５２１を備え、カメラ基
板５２１は適切なコマンドを伝え、ＬＥＤ５１１に対する電力供給を制御すると共に、本
明細書の内視鏡内に配置される、画像センサー５１２（１つ又は複数のビュー素子を備え
る）の動作を制御する。画像センサー５１２は、図５Ａに示すような電荷結合素子（ＣＣ
Ｄ）撮像素子、又は他の実施形態における相補型金属酸化膜半導体（ＣＭＯＳ）撮像素子
等である。次にカメラ基板５２１は、画像センサー５１２により生成される少なくとも１
つのビデオ信号５１３を受け取り、随意的に内視鏡から他のリモートコマンド５１４を受
け取る。
【００７７】
　２０１４年４月２８日に出願した米国特許出願第１４／２６３，８９６号（発明の名称
「Video Processing In A compact Multi-Viewing Element Endoscope System」）と、２
０１４年２月６日に出願した米国仮出願第６１／９３６，５６２号（発明の名称「Method
 and System for Video Processing in a Multi-Viewing Element Endoscope」）とは、
リモートコマンド及び関連するビデオ処理信号を説明している。これらの出願の全内容を
参照により本明細書に援用する。
【００７８】
　コントローラユニット５２０は、画像センサー５１２から得られるビデオを処理するた
めのコンポーネントを更に備え、画像センサー５１２は、ＭＰＥＧデジタル信号プロセッ
サ５２２、並びにビデオ補間及びオンスクリーンのディスプレイの重ね合わせを実行する
フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）ローカルプロセッサ５２３を含む。
ビデオ信号は、表示するためにビデオ出力インタフェース５２４を通じて送信される。ま
たビデオ入力インタフェース５２５は、外部のアナログ又はデジタルのビデオソースから
、ビデオ入力を受信するために提供される。
【００７９】
　システムオンモジュール（ＳＯＭ）５２６はキーボードやマウスのような入力デバイス
のためのインタフェースを提供し、一方でタッチインタフェース５２７はタッチスクリー
ンインタフェース機能を提供する。コントローラユニット５２０は、１つ又は複数の流体
、液体及び／又は吸引ポンプを更に制御することができ、当該ポンプは空気インタフェー
ス５２８、ポンプ５２９及び逆止弁５３０を通じて、内視鏡５１０に対応する機能性を提
供する。コントローラユニット５２０は、オンボードの電源５４５と、ユーザに対して動
作ボタン５４０及び動作スイッチ５４１を提供する前方パネル５３５とを更に備える。
【００８０】
　カメラ基板５２１は、ある実施形態では、画像センサー５１２がビデオ信号５１３を生
成する時に、内視鏡の先端部の３つのビュー素子（１つの前方観察ビュー素子及び２つの
側方観察ビュー素子）によるビデオのピックアップに対応する３つのビデオフィードを含
む、ビデオ信号５１３を受け取る。
【００８１】
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　図５Ｂは、図５Ａのコントローラユニット５２０の一部として実装される、ホワイトバ
ランス回路５００の実施形態のブロック図を示す。図５Ａと図５Ｂをこれから参照して、
複数のビデオデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）５７０は、カメラ基板５２１上に配置さ
れ、又はＣＭＯＳセンサー上に構築され、ＯＲ素子５０２を通じて「ホワイトバランスコ
マンド」を受信する。「ホワイトバランスコマンド」は、オペレータ（医師）が電気的モ
ーメンタリースイッチ５４１を通じて制御する、タイマー５０１によって生成されるか、
又は、システムオンモジュール（ＳＯＭ）５２６からコマンドを受信するように構成され
た内蔵タイマーを有する、コントローラ５０３によって生成されるか、のいずれかである
。コマンドは、マルチマスターシリアルシングルエンドコンピュータバス５０４を通じて
提供され、バス５０４は様々な実施形態において、集積回路（Ｉ２Ｃ）、又はパラレル通
信を含む他の標準的なバス通信を備える。一実施形態では、「ホワイトバランスコマンド
」をオペレータのみが起動する。様々な実施形態においては、ホワイトバランス時間は、
典型的には３～５秒等の数秒であり、ＤＳＰに依存する他の時間とすることができる。
【００８２】
　３つのビデオフィード５０５のそれぞれが、カラー画像を再現するために、３原色の、
すなわち赤（Ｒ）、緑（Ｇ）及び青（Ｂ）の画像信号、又は、４つの追加的な色の、すな
わち黄（Ｙｅ）、シアン（Ｃｙ）、マゼンタ（Ｍｇ）及び緑（Ｇ）の画像信号を備えるカ
ラー画像情報を含むことを、当業者は理解するであろう。
【００８３】
　補正されたホワイトバランス値／因数を生成するために、一実施形態では、内視鏡の先
端部の３つのビュー素子（１つの前方観察ビュー素子及び２つの側方観察ビュー素子）が
、基準ホワイトオブジェクトを撮像するように向けられ、ベースライン、又は、３原色に
対応するための基準ホワイトバランス値／因数ＷＲ、ＷＱ及びＷＢ、若しくは４つの追加
的な色に対応するための基準ホワイトバランス値／因数ＷＹｅ、ＷＣｙ、ＷＭｇ及びＷＧ

を、取得／算出する。本明細書の態様によると、新しいホワイトバランス格納装置（図６
Ａ、６Ｂ、６Ｃ、６Ｄ及び６Ｅを参照して後述される）を、基準ホワイトオブジェクトと
して使用し、内視鏡の３つのビュー素子の各々に対して一貫性があり且つ均一的にホワイ
トバランス補正を実行する。以下の段落で詳細に説明するように、内視鏡の先端部はホワ
イトバランス格納装置に挿入され、内視鏡の３つのビュー素子は対応する照明と共に作業
中配置され、内視鏡の先端部の３つのビュー素子を均一な白色の環境で露光し、ひいては
３つの対応するテストフィードを生成する。３つのビュー素子を備える内視鏡に関して説
明しているが、本明細書に記載されるホワイトバランス処理を、任意の数のビュー素子を
有する内視鏡に対して使用することができる。
【００８４】
　再び図５Ａ及び５Ｂを参照し、ビュー素子を基準白色の環境に均一に露光した後、ホワ
イトバランススイッチ５４１（主要制御ユニットの前方パネル５３５に配置される）が押
され、ＤＳＰ５７０を駆動し、又は、ＤＳＰ５７０に、３原色に対応するホワイトバラン
ス値／因数ＷＲ、ＷＧ及びＷＢ、若しくは４つの追加的な色に対応するホワイトバランス
値／因数ＷＹｅ、ＷＣｙ、ＷＭｇ及びＷＧをそれぞれ、３つのテストフィードのそれぞれ
に対して算出させる。その後、ホワイトバランス値／因数は、電子メモリ素子５５５（電
気的消去可能プログラマブル読取り専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）等）に記憶される。当業
者は、ホワイトバランスは、内視鏡のビュー素子が生成する、静止画像及びビデオ信号の
両方に向けたものであり、静止画像及びビデオ信号の両方に対して実行されるものである
ことを理解するであろう。言い換えれば、上述したテストフィードは、静止画像及びビデ
オ信号の両方を含む。
【００８５】
　一実施形態によると、ホワイトバランス処理はＤＳＰ５７０により実行される。ホワイ
トバランス信号は、ＤＳＰ５７０に対してホワイトバランス処理を実行させるコマンドで
あり、スプリッター素子５０６を通じてホワイトバランス回路５００から複数のＤＳＰ５
７０に送信される。既に算出され記憶されたホワイトバランス値／因数ＷＲ、ＷＧ及びＷ



(16) JP 2016-522717 A 2016.8.4

10

20

30

40

50

Ｂ、又はＷＹｅ、ＷＣｙ、ＷＭｇ及びＷＧは、ＤＳＰ５７０に送信されて、ホワイトバラ
ンス回路により受信した３つのビデオフィード５０５の各々の、赤、緑及び青の信号、又
は黄、シアン、マゼンタ及び緑の信号それぞれを、独立に増幅又は減衰させる。
【００８６】
　図６Ａ、６Ｂ、６Ｄ及び６Ｅは、本明細書のホワイトバランス格納装置６００の斜視図
であり、一方図６Ｃはホワイトバランス格納装置６００の断面図で、その中に位置付けさ
れた複数ビュー素子の内視鏡の先端部６２０を示している。これから図６Ａ及び６Ｅを参
照して、ある実施形態によると、格納装置６００は、第１の本体部分又は前方部分６０５
と第２の本体部分又はハウジング６１０とを備えるキャップ（複数ビュー素子の内視鏡の
先端部６２０上を簡便に滑動／摺動し、先端部６２０を覆うように位置付けされ、及び先
端部６２０を格納する）として内部的に設計される。第１の本体部分又は前方部分６０５
と第２の本体部分又はハウジング６１０とは、一実施形態では、実質的に円筒状である。
部分６０５、６１０は、類似し、同一であり、又は異なる形状である。部分６０５、６１
０の形状は、例えば長方形状、正方形状であるがこれらに限定されるものではなく、任意
の他の形状を取り得る。本明細書では、ホワイトバランス格納装置は複数の本体部分から
成るとして説明しているが、格納装置は単一の統合された本体ユニットを形成することが
できることにも気付くはずである。
【００８７】
　第２の本体部分６１０は、一実施形態では、内視鏡の先端部を収受するための開口６０
６が設けられた、囲まれた空間を区画するハウジングである。開口６０６は、少なくとも
部分的に同軸である第１の本体部分６０５によって区画される。一実施形態では、開口６
０６は、内視鏡の先端部を密接に収受するよう構成された、周縁又は直径を有し、その結
果開口６０６を通じての外部光の入り込みが防止される。ハウジングの囲まれた空間は、
少なくとも１つの第２のビュー素子から所定の距離に配置される、表面領域を有する。さ
らに、ハウジングの囲まれた空間は、表面領域から延在する（且つ表面領域上に位置付け
される）部材を含み、表面領域から所定の距離に第１のビュー素子を位置付けする。
【００８８】
　一実施形態では、第１の部分６０５は、第２の部分６１０の前方領域に位置付けされ、
第２の部分６１０の前方領域内に少なくとも部分的に同軸で収容される。第１の部分６０
５は開口６０６を区画し、この開口は、第１の直径「ｄ」を有し、第２の直径「Ｄ」を有
する第２の部分６１０の内側領域に至る。一実施形態では、内視鏡の先端部を収受するた
めに、内側領域は実質的に円柱状又は球状である。第２の部分６１０の遠位端部は遠位壁
６１１で閉じられる。第１の直径「ｄ」は、マルチビュー素子内視鏡の先端部６２０を、
開口６０６に簡便に挿入できるとともに、開口６０６内及び第２の部分６１０の前方領域
内に密接に適合できるように構成される。当該内視鏡のビュー素子は、例えば２つのビュ
ー素子（１つの前方観察ビュー素子及び１つの側方観察ビュー素子）、又は３つのビュー
素子（１つの前方観察ビュー素子及び２つの側方観察ビュー素子）である。直径「Ｄ」は
、内視鏡の先端部６２０が第２の部分６１０内に置かれた時点で、遠位壁６１１を含む第
２の部分６１０の内側表面からの、内視鏡の先端部６２０（ひいては複数のビュー素子）
の距離を、「ｔ」と等しくできるように構成される。それゆえに、ある実施形態によると
、２つの部分６０５及び６１０それぞれの、２つの寸法「ｄ」及び「Ｄ」（ある実施形態
において、それぞれ第１の部分６０５に対する「直径」と、第２の部分６１０に対する「
直径」）の関係は、Ｄ＝ｄ＋２ｔとして決定される。様々な実施形態において、距離「ｔ
」は１０から１２ミリメートルの範囲にある。一実施形態では、距離「ｔ」は１２ミリメ
ートルよりも大きい。
【００８９】
　一実施形態では、第２のビュー素子の視野内における囲まれた空間の表面領域の少なく
とも一部は、少なくとも１０ミリメートルである。
【００９０】
　第１の部分６０５及び第２の部分６１０のそれぞれの寸法の間の大きさの関係によって
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、先端部６２０の外側表面の部分を第２の部分６１０の内側壁から距離「ｔ」に置くこと
ができることを、当業者は理解できるであろう。したがって、内視鏡の先端部６２０の外
側の円柱状の側面に配置された側方観察ビュー素子と、内視鏡の先端部６２０の先端面又
は遠位面６１５に配置された前方観察ビュー素子とが、第２の部分６１０の内壁から実質
的に均一な距離「ｔ」の位置で保持される。
【００９１】
　随意的な指標マーキング６１２によって、内視鏡の先端部６２０の先端面又は遠位面６
１５、ひいては先端面又は遠位面６１５の上に置かれた前方観察ビュー素子が、遠位壁６
１１から実質的に均一な距離「ｔ」の位置で保持されることを、更に促進又は補助する。
いくつかの実施形態では、指標マーキング６１２は、第２の部分６１０の内壁に刻まれ又
は浮き彫りにされた薄い線である。一実施形態では、先端部６２０の側方観察ビュー素子
が指標の眺めを撮像した時に、先端面６１５が遠位壁６１１から適切な距離「ｔ」に位置
付けされていることを内視鏡のユーザが理解するはずである位置に、指標６１２がマーク
されている。別の実施形態では、遠位壁６１１を含む第２の部分６１０の内壁は、その端
で内視鏡の先端部６２０に接触するように位置付けされた、支柱、突起又はストッパ要素
６１３を有する。このようにして、物理的な構造の使用により、先端部６２０を、内壁か
ら適切な距離「ｔ」に位置付けすることが促進される。それにもかかわらず、同時に、ビ
ュー素子及び照明、並びに対応する視野は遮蔽されていないままである（視野は遮断され
ていない）。
【００９２】
　一実施形態では、本明細書の格納装置の内側表面は、均一な色である。他の実施形態で
は、第１及び第２のビュー素子の視野に面する格納装置の内側表面は、同じ色である。他
の実施形態では、第１のビュー素子の視野に面する格納装置の内側表面は第１の色であり
、第２のビュー素子の視野に面する格納装置の内側表面は第２の色である。
【００９３】
　一実施形態では、先端部６２０が格納装置６００に挿入されると、第２の部分６１０の
内壁及び遠位壁６１１は共に、内視鏡の先端部６２０の複数のビュー素子に、基準均一な
白色の環境／背景を提供する。また、先端部６２０の各々のビュー素子が白色の背景から
実質的に均一な距離「ｔ」に置かれているため、先端部６２０の複数のビュー素子の全て
に対して、同時に、一貫性があり且つ均一にホワイトバランス補正を実行するよう促進さ
れる。加えて、先端部６２０が格納装置６００内に位置付けされると、格納装置６００の
内部を外部光の流入から切り離すことができ、その結果、格納装置６００の内部に不均一
な影及び照明が生成されることを防ぐことができる。一実施形態では、格納装置６００は
熱可逆性のエラストマー（ＴＰＥ）及び／又は、熱硬化性のエラストマーから作成され、
軽量であるが強固である最適な構造を保証する。
【００９４】
　一実施形態では、格納装置６００は、内視鏡の先端部６２０上を滑動／摺動できる格納
装置である。代替的な実施形態では、格納装置６００は、内視鏡の先端部６２０に確実に
格納し取り付ける留め具、内視鏡の先端部６２０に密接に適合するスナップ、又は有利で
あることが当業者に自明であろう任意の他のそのような適切な挿入構造、の形で設計され
る。また、一実施形態では、格納装置６００は円柱形の第１の部分６０５及び第２の部分
６１０を備えるが、代替的な実施形態では、第１の部分６０５及び第２の部分６１０の形
状は、長方形状、正方形状、又は、内視鏡の先端部６２０（ひいては先端部６２０上の前
方観察ビュー素子及び側方観察ビュー素子）が格納装置６００の内壁から等距離となるよ
うな位置決めを促進する任意の他の適切な形状である。加えて、第１の部分６０５と第２
の部分６１０とを互いに異なる形状とすることができる。例えば、第１の部分６０５を円
柱状とし、一方で第２の部分６１０を長方形状、正方形状としてもよく、又はその逆とす
ることもできる。
【００９５】
　第２の部分６１０の外側表面６３０はコネクタを備え、一実施形態では、コネクタは図
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６Ａ及び６Ｂに見られるような掛け具６２５である。別の実施形態では、コネクタは図６
Ｄ及び６Ｅに見られるような連結器６２６である。ある実施形態によれば、使用されない
ときは、格納装置６００は、主要制御ユニットの側部に配置された対応するプラグに掛け
具６２５を嵌合させることにより、取り外し可能に主要制御ユニット（図４に示す主要制
御ユニット４１６等）の側部に取り付けられる。様々な実施形態において、掛け具６２５
は、構造的にプラグと嵌合すること、又は磁気的にプラグと結合することにより、対応す
るプラグと連結する。他の実施形態では、格納装置６００は、連結器６２６によって、主
要制御ユニット（図４に示す主要制御ユニット４１６等）の側部に統合される。一実施形
態では、ホワイトバランス格納装置が連結器６２６を介して主要制御ユニットと連結する
際は、ホワイトバランス格納装置は固定して取り付けられる。ホワイトバランス格納装置
が取付けられている際に、内視鏡はホワイトバランス格納装置内に挿入され、補正が続い
て起きる。当業者は、格納装置６００がキャップとして内部的に設計される一方で、一実
施形態では、外側表面６３０は、人間工学的に有利になるであろう任意の形状、サイズ及
び寸法を有することができることを理解するであろう。他の実施形態では、ホワイトバラ
ンス格納装置を主要制御ユニット内に存在させることができ、ホワイトバランス格納装置
をユニットの一体的な部品とする。
【００９６】
　図７はホワイトバランス格納装置を使用する一実施形態の例示的なステップを示すフロ
ー図であり、内視鏡の先端部の複数のビュー素子に対して、同時に、均一的に、且つ一貫
性があるように補正／ホワイトバランス補正を実行する。ある実施形態によればホワイト
バランス格納装置はキャップ（以後、「キャップ」と呼ぶ）として内部的に設計される。
７０５では、ホワイトバランス補正の実行のため、医師、又は内視鏡デバイスの他のオペ
レータは、マルチビュー素子内視鏡の先端部（３つのビュー素子、すなわち１つの前方観
察ビュー素子及び２つの側方観察ビュー素子、を備える内視鏡の先端部等）をキャップの
開口から挿入する。７１０では、医師は、内視鏡の先端部がキャップ内に位置決めされて
、内視鏡の先端部が、キャップの内壁及び遠位壁から実質的に等距離となっていることを
確保する。７１５では、複数のビュー素子が、対応する照明と共に適切な入力コマンドを
使用して起動され、複数のビュー素子を、キャップ内の基準白色の環境に、同時に、均一
的に且つ一貫性があるように、露光させる。画像／ビデオ処理システムは、複数のビュー
素子の各々に対応するホワイトフィード（テストフィード）を生成する。その後、７２０
では、主要制御ユニットの前方パネルに配置される、ホワイトバランススイッチが、オペ
レータにより押され／起動されて（システムオンモジュールＳＯＭから受け取る入力）、
又は所定のコマンド信号により起動されて、ホワイトバランス補正を実行する。７２５で
は、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）が、複数の各々のビュー素子のテストフィードに
対する、３原色（赤、緑及び青）に対応するホワイトバランス値／因数ＷＲ、ＷＧ及びＷ

Ｂ、又は４つの追加的な色（黄、シアン、マゼンタ及び緑）に対応するホワイトバランス
値／因数ＷＹｅ、ＷＣｙ、ＷＭｇ及びＷＧを算出し、記憶する。７３０では、オペレータ
はホワイトバランス格納装置から内視鏡の先端部を取り外す。使用後、７３５では、ホワ
イトバランス格納装置は主要制御ユニットに沿いに置かれる。キャップ／格納装置は、掛
け具のような結合機構を用いて、主要制御ユニットの側部に結合される。掛け具を、キャ
ップ又は主要制御ユニットに取り付けることができる。
【００９７】
　上記の例は、本発明のシステムの多数の応用の単なる例示である。本発明の少数の実施
形態のみを本明細書で説明したが、本発明の精神又は範囲から離れることなく、本発明を
多数の他の特定の形態で具体化できることを理解できるはずである。したがって、これら
の例及び実施形態を例示であると考え限定的であるとは考えず、本発明を添付の特許請求
の範囲の範囲内で変更することができる。
【００９８】
　本出願の明細書及び特許請求の範囲において、単語「備える」、「含む」及び「有する
」のそれぞれ、並びにこれらの形は、必ずしも当該用語を関連付けることができるリスト
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の要素に限定するとは限らない。
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